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ケ ー タ イ を使 用 した美 術 作 品鑑 賞 補 助 シ ス テ ム
菊池紀子/名古屋大学大学院情報科学研究科博士課程前期課程
本研究では,美術作品の理解を深めるため,
鑑賞者が作品を目の前にして自らの鑑賞体験
を綴 り,他者の鑑賞記録を参照することを可
能とする,モバイル端末を使用 したシステム
を提案 ・開発する。
美術鑑賞について
美術作品の鑑賞は,経験の浅い者にとって
は困難なことと考えられがちである。こうし
た人たちは,作 品の意味を自ら考えることな
く,評論家や研究者の見解を受容 してしまう
ことがしばしばある。 しかし,鑑賞の際には,
作品の形式や美術史を理解 しつつ,み る人が
内面にわき起 こる感情 と向き合 って,自 らの
ロジックで作品に対する意味付けをおこなう
べきである。そして,み る人によってさまざ
まなものとしてありうる鑑賞体験を他者 と分
かち合うことは,作 品理解の質を高めるため
ことにつながる。鑑賞の初心者には,こ のよ
うな作品理解のプロセスを充実 させるための
補助が必要である。
美術館での鑑賞補助の取り組みと課題
周知のように,作品鑑賞の主な場である美
術館は,教育普及の機能を持ち,鑑 賞者育成
のためにさまざまな鑑賞補助を提供している。
鑑賞補助は,み る人に作品とのよい出会いを
与え,鑑賞の楽 しみに気付かせることを可能
とする。紙やオーディオ機器を使った作品解
説 に加え,近 年では,ワークシー トの配布や
対話型ギャラリー トーク,トークバックといっ
た鑑賞者が主体となるサー ビスが増えてきた。
しかし,これ らの鑑賞補助サービスにはい
くつか問題点が挙げられる。作品解説では,
情報提供が一方的なものになりがちであ り,
鑑賞者が作品の意味付けを行 うことを補助す
ることが難しい。ワークシー トでは,他者の
意見を参照することがあまりおこなわれない
ため,作品理解の相違に気付くことを補助で
きない。ギャラリー トークは,決 まった日時
に開催される。そのため,鑑 賞者の自由な時
間で補助を受けることが難 しい。 トークバ ッ
クは,掲示板が作品と離れた場所に設置され
るため,実際の作品を鑑賞 しながら他者の意
見を参照することが難 しい。
このように,鑑賞者自身の言葉で作品に対
する意味付けを行うことができ,時間的な制
約なく他者と体験を共有できる鑑賞補助はな
いといえる。そこで,各 自の鑑賞時間にあわ
せて作品を目の前にした鑑賞体験を言葉で綴
り,他の鑑賞者 と鑑賞体験の記録を共有する
ことで,作 品理解を深める鑑賞補助システム
を提案 ・開発する。
時間的な制約をなくすためには,鑑賞体験
をデジタルテキス トとして保存し,ネットワー
ク上で共有することが有効であると考えた。
そのため,本研究ではケータイに注目した。
ケータイは,持 ち運び可能で,文字入力機能,
インターネッ ト接続機能を備えている。 また,
国内の普及率は75%といわれており,コ ミュ
ニケーションツールとして多くの人に親 しま
れている。 このようなケータイを使用 して,
作品を目前に したときの鑑賞体験をデジタル
テキス トとして記録し,イ ンターネ ットを通
じてサーバに蓄積する。そ して,蓄 積された
記録を鑑賞者間で共有することを目指す。
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関連研究 ・事例
美術鑑賞 の場で ケー タイを利用 したサー ビ
スや実験 を行 った事例 につ いて その課題を考
察 し,シ ステムの提案 に役立て る。
ヴ ァンジ彫刻庭園美術館で は,NTTド コ
モの端 末 を対象 と した作 品解説 サ ー ビスを
2002年か ら行 って いる。セル フガイ ドと同様
のサー ビスであるが,ケ ー タイを1台 持 って
いれば複数 の作 品につ いて解説 を読 むことが
でき,印 刷物 を何枚 も持 ち歩 く必要がな い。
しか し,情 報提供が一方 向で あるという問題
は解決 されていない。
2003年に,名 古屋大学大学院の伏見 らによっ
てPDAを 用 いた鑑賞 ガイ ドが制作 された。
この研究 では,鑑 賞者 の立場か らユ ーザ ビリ
テ ィに考 慮 したデザイ ンが行 われた。鑑賞時
のユーザ ビリテ ィを考慮 したデザイ ン指針 は
本研 究の参考 となる。
ニ ュー ヨー クのMarymountManhattan
CollegeのDavidGilbert教授 と学生が,芸
術 に触 れて感 じた り考 えた体験 を音声や文字
に よるデー タベー スに し,ケ ー タイやiPod
を使 って他の人達 と共有 しよ う,と い う目的
でお こな っているArtMobsとい うプロ ジェ
ク トがあ る。2004年12月には,大 学 内のギ ャ
ラ リーでケー タイを使用す るイベ ン トを行 っ
た。 この イベ ン トでは,鑑 賞者 が展示 される
作品 に関す るコメ ン トをメールで送信 した り,
投稿 された コメン トの うち,新 着4件 の コメ
ン トを受信で きるとい うシステムが作 られた。
しか し,閲 覧で きるコメン トを鑑賞者 が選択
で きな いことが問題 であ る。
③ 作品や作家の情報提供
(1)は,鑑賞者 自身の体験をテキス トデータ
として,サ ーバに保存するものである。この
機能を利用する際には,ケ ータイ上で作品の
感想を入力し,インターネットに接続 してデー
タをサーバに保存する。
(2)は,鑑賞者が他の鑑賞者の体験記録を参
照するものである。その際には,サ ーバが鑑
賞者自身の記録と照らし合わせ,蓄 積された
データを呼びだす。「似ている体験」 ・ 「異
なる体験」・「すべて」のように分類 して他者
の記録を表示 し,鑑賞者が自身の体験と比較
しやすいようにする。同時に,美術館での体
験性を深めるために,繰 り返 し作品鑑賞をお
こなった際,前 回の体験,つ まりサーバ上に
蓄積されている記録や,参照 した他の記録が
呼び出されるようにする。
(3)は,作品をよくみたり,作家について考
えを巡 らすことを補助するためのものである。
鑑賞者が,必 要に応 じてこれらの情報を得る
ことを可能とする。
今後の課題
今後は,実際にシステムの開発を行 う。そ
の際,鑑 賞の楽 しみや達成感を感 じさせるイ
ンタフェース実現 し,感想の記録 ・閲覧を行
いたいと思わせるようなコンテンツを充実さ
せることが課題である。また,開発 したシス
テムについて実証実験とアンケー ト,インタ
ビュー,行動観察による評価を行 う予定であ
る。
鑑賞補助システ厶の提案
本システムの機能として,次 の3点 を実現
する。
(1)体験の記録 ・蓄積
② 記録の閲覧 ・比較
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